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研究成果の概要（和文）： 

 モンゴル国において３年間に５回にわたり調査を行うとともにモンゴル人スタッフに通
年依頼して調査を行った。その結果、 
（１）モンゴル人口唇口蓋裂発現率は、0.07％であった。（日本人口唇口蓋裂 0.2%） 
（２）961 名の妊婦の母体環境調査を行った。 
（３）モンゴル人の口唇口蓋裂遺伝子レポジトリーでは、1,999 名の試料を入手できた。 
 
 
 

研究成果の概要（英文）： 
We have investigated the incidence five times for three years in Mongolia. Besides, 

our Mongolian staff has investigated the incidence throughout the year.  As the 
result,  
1. Mongolian incidence rate of cleft lip/palate was 0.07% (Japanese incidence is 

0.2%). 
2. We conducted studies on maternal environment of 961 Mongolian pregnant 

women. 
3. We obtained 1,999 samples for a repository of Mongolian cleft lip/palate genes.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 口唇口蓋裂の発生には、遺伝子要因の他

に母体の環境因子、特に食生活が大きく関

わっていることを、旧文部省科学研究費総

合研究Ａとして全国13大学共同で調査を行

い、調査機関に出生した 303,738 名より本

症の発現率を得るとともに、調査機関に本

症を出生した患児の母親 946 名と健常児を

出生した母親のケースコントロールスタデ

ィを行い、乳製品と緑黄色野菜の母体の摂

取において両群に差があり、日本人では特

に乳製品ではチーズ、牛乳などを多くとっ

ている母親は健常児出産群で多く、口唇口

蓋裂児を出生した母親では、チーズ、牛乳

などの摂取が少ないことを明らかにした。

（Natsume, N., Kawai, T. and Suzuki T., 

Preference for dairy products and 

manifestation of cleft lip and/or palate., 

Plastic Reconst.Surg.98:900-901,1996.,   

河合幹，夏目長門，口唇口蓋裂の疫学的研

究，東山書房，1998.） 
 一方、我々は 1996 年よりモンゴル国で医
療ボランティアとして口唇口蓋裂の無料手
術を行っているが、モンゴル人は遺伝的にも
日本人と非常に類似した人種と考えられて
いるにもかかわらず、特に遊牧民では日本人
と裂型が異なり、また本症の発現率も日本人
に比して著しく低いのではないかとの仮説
を医療援助を通じて得た。我々の予備調査に
よりモンゴル人、特に遊牧民族は、日本人の
10～15 倍の乳製品を摂取しており、馬乳酒
などの乳製品とこれに関連した酵母菌等が
本症発生に抑制的に作用し、特定の披裂の発
生数が減少し、このため裂型頻度にも影響を
与えているのではないかと考え、基盤研究Ｂ
海外学術調査（H17～19 年度 :課題番号
7406028）を得て調査を行い、これらを確認
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

  

本調査では、国立モンゴル医科大学（現国立
健康科学大学）、モンゴル国立母子病院とと
もに、首都ウランバードルならびに地方の遊
牧民に対し、本症の発現率と生活環境の調査
を行い、本症の発現率と生活環境の調査を行
い、本症の発現率が日本人に比較し真に低い
かどうか、また、将来の遺伝子解析に必要な
遺伝子試料の入手を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究の方法 

 
(1)口唇口蓋裂発現率調査 

口唇口蓋裂の発現率の調査を日本人の
我々のシステムに従い実施する。 

 
(2)母体環境調査 
  日本でのケースコントロールスタディで

行った食品の摂取、母体の環境など用紙
を作成してモンゴル国で健常児を出産し
た母親から調査を行う。 

  将来は、 モンゴル国で得られたデータ
は個票として我々の口唇口蓋裂疫学デー
タベースに入力するとともに、すでに基
盤研究Ａで行った日本人口唇口蓋裂患者
946名ならび日本人健常者のデータを可
能な限りマッチングさせた上で比較分析
を行う。また、裂型、性別、家族内発現
率の両国の差を検討したい。 

 
(3)遺伝子試料デポジトリー 
  十分なインフォームドコンセントを実施

した上で頬粘膜よりＤＮＡ試料を採取保
管する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
日本人による現地調査 
(1)平成 21年 8月 15日～8月 21日 
(2)平成 21年 9月 19日～8月 23日 
(3)平成 22年 8月 16日～8月 22日 
(4)平成 23年 8月 16日～8月 21日 
(5)平成 23年 9月  3日～9月 10日 

 
調査は現地スタッフにより通年実施した。 
 
(1)口唇口蓋裂発現率 
  口唇口蓋裂発現率は、0.07%であった。こ

れは、日本人 0.2%に比して著しく低率で
あった。 

 
 
(2)母体環境調査 
 ■子供の性別 

 健常群 
男 ４５４ 
女 ４８０ 

不明回答 ２７ 
合計 ９６１ 

  
  ■出産時の年齢 

 健常群 

20歳未満 ４９ 
20～24歳 ３２０ 
25～30歳 ３１９ 
31～34歳 １３９ 
35歳以上 １１８ 
不明回答 １６ 
合計 ９６１ 

 
■妊娠して生活習慣を変えたか 

 健常群 
変えた １３８ 

変えなかった ７３３ 
不明回答 ９０ 

合計 ９６１ 
  
■家族や職場は協力的であったか 

 健常群 
協力的だった ８０２ 

どちらかというと協力的 １０１ 
あまり協力的でなかった １４ 

協力的でなかった ５ 
不明回答 ３９ 
合計 ９６１ 

  
 
 
 
 
 

 
■妊娠に気づく前の飲酒習慣 

 健常群 
ほとんど飲まなかった ８５３ 
週に 1～2回飲んでいた ２８ 
週に 3～4回飲んでいた １ 
週に 5～6回飲んでいた ０ 

不明回答 ７９ 
合計 ９６１ 

  
■妊娠初期のコーヒー習慣 

 健常群 
ほとんど飲まなかった ５９９ 
週に 1～2回飲んでいた ２１６ 
週に 3～4回飲んでいた ２８ 
週に 5～6回飲んでいた ３３ 

不明回答 ８５ 
合計 ９６１ 

 
■生活は規則的か 

 健常群 
規則的 ７２０ 

どちらかというと規則的 １２７ 

どちらかというと不規則 ４４ 
不規則 ５２ 
不明回答 １８ 
合計 ９６１ 

 
■緑黄色野菜の摂取頻度 

 健常群 
ほとんど毎日食べていた ２８４ 
週に 3～4回食べていた １５８ 
週に 1～2回食べていた １７９ 
ほとんど食べなかった ２８１ 

不明回答 ５９ 
合計 ９６１ 

 
■野菜の嗜好 

 健常群 
好き ７０８ 

どちらかというと好き １９３ 
どちらかというと嫌い ２６ 

嫌い ２３ 
不明回答 １１ 
合計 ９６１ 

 
■油料理の嗜好 

 健常群 
好き １６２ 

どちらかというと好き ３１７ 

どちらかというと嫌い ２０８ 
嫌い ２２９ 

不明回答 ４５ 
合計 ９６１ 

 



■料理の味付け 
 健常群 

薄味 ５３４ 
どちらかというと薄味 ２４１ 
どちらかというと濃い味 １１６ 

濃い味 ３３ 
不明回答 ３７ 
合計 ９６１ 

 
■週に 5回以上食べた食べ物（複数回答） 

 健常群 
肉類 ９０１ 

ハム・ソーセージ １９３ 
バター ２８２ 
牛乳 ５５４ 
チーズ ８７ 
卵 ３１９ 

洋菓子（小麦粉製品等） ５９４ 
 
■妊娠に気づく前の喫煙習慣 

 健常群 
吸わなかった ８４７ 

吸っていた ８７ 
不明回答 ２７ 
合計 ９６１ 

 
■配偶者の喫煙習慣 

 健常群 
吸わなかった ４７０ 
吸っていた ４７３ 
不明回答 １８ 
合計 ９６１ 

 
上記の結果をもとに、これまで入手している
日本人のデータとの比較分析を行った。現在
成果を投稿準備中である。 
 
 
(3)遺伝子試料デポジトリー 
 モンゴル人口唇口蓋裂患者関係遺伝子試
料が 1999名に達した。 
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